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As a part of “Regional Revitalization”, the Japanese Government is going to strengthen tourism industry and 
community. DMO (Destination Management/Marketing Organization) is a position of leadership of it. In this 
paper, we consider DMO in Japan from a point of Management Studies, and show two research subjects. First is 
“boundary of DMO”, second is “process of consensus building”. Especially, we emphasize “Ba” and “Teaming” 
in “process of consensus building”. When DMO and various stakeholders communicate, dialogue and share their 
thoughts in “Ba”, we believe that they can find capabilities of their community, which make a growth of tourism 
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状況である（大社，2013，p.21）。2015 年においては，日本人 1 人あたりの国内宿泊観光旅行の回数は



























































 以上を背景に，現在その形成・確立を目指しているのが日本版 DMO である。これは，地域の多様
なステークホルダーを巻き込み，科学的アプロ－チを取り入れた観光地域づくりを行う舵取り役とし
て期待されている 3。次章では，この日本版 DMO について述べていく。 
 
3. 日本版 DMOとは 
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図 2. ステークホルダーとの連携 
出所：観光庁ホームページ：日本版 DMO とは？（http://www.mlit.go.jp/kankocho/page04_000048.html）
を参考に作成 











 登録要件は，表 1 に示したように 5 つの要件が求められ，ややハードルが高いように思われるが，
国（観光庁）としても，各地域の実情を考慮してか，“予定可”としている項目が多い。 
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3.3. これまでに指摘されている日本版 DMOの課題 
















4. 日本版 DMOの境界と合意形成のプロセスについて 
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う発想に疑問を投げかける。（中略）企業と消費者が様々な接点で価値を共創する。企業はもはや，単



































































図 3. 合意形成プロセスの場に関するフレームワーク 
出所：大野富彦（2013）「経営における場とそのマネジメントに関する一考察－今後の研究に向けた新























1. この点に関連して，星野リゾートの代表である星野佳路氏は，2014 年 11 月 19 日に行われた「平
成 26 年第 3 回経済の好循環実現に向けた政労使会議」において，国内旅行市場の特徴について
以下のように発言している。「90％以上が日本人だということ。したがって，今，訪日外国人客







3. 海外ではDMO の先進的な事例がみられ，日本版 DMO の形成・確立においても参考にしている。
平成 28 年度観光白書では，バルセロナ観光局（スペイン），ビジット・ナパ・バレー（米国）が
紹介されている。後に，日本版 DMO の区分（対象エリアの広さに応じて 3 区分ある）を説明す
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